
令和２年度帯広市環境審議会 議事録（概要） 

 

日 時：令和３年２月１２日（金）から令和３年２月２６日（金）まで 

 

会 場：書面開催 

  

事務局：帯広市都市環境部環境室環境課 

 

議 事：平成 31（令和元）年度環境モデル都市フォローアップについて 

 

資 料：事務局説明資料 【資料 1】 

環境モデル都市の取り組みについて 【資料２】 

個別事業に関する進捗状況等報告書 【資料３】 

 

会議内容：以下のとおり 

平成 31（令和元）年度環境モデル都市フォローアップについて 

委員からの主な意見 帯広市の考え方 

 

市内からのＣＯ２排出削減量は、基準年であ

る平成12年から比べると着実に減少しており、

環境モデル都市の取り組みの成果が表れてい

る。今後もこのような取り組みをわかりやすく

市民にアピールすることで、より一層環境に対

する意識や取り組みの普及啓発につながる。 

 

 

環境モデル都市の取り組みについては、市ホ

ームページや広報おびひろ、全戸配布している

省エネ啓発チラシ、環境交流会や環境パネル展

などのイベントにおいて周知し、市民の環境意

識の啓発に努めているところです。 

今後もわかりやすい情報の発信に努め、家庭

部門からの温室効果ガス排出量の削減に繋げ

てまいります。  

ＣＯ２排出量が今後とも減少する方向である

ことを願っている。今後も、家庭からの排出に

ついての対策が大切。 

 

 

ＣＯ２削減の活動に関する数値について、イ

ラスト等を使用し、小学生でもわかるような内

容にして広報やホームページに掲載するとよ

い。 

 

 

ＢＤＦの燃料について、再度市民からモニタ

ーを募って知らせることが大切。 

   

 

全戸に配布している省エネ啓発チラシや、市

ホームページ、市町連環境衛生部会が発行して

いるチラシ等を通じて、引き続き市民へ周知し

てまいります。 

 

 

【資料２ 市内からのＣＯ２排出量の推移】

について、家庭からのＣＯ２排出量が前年度よ

り大きく減少したのは、人口減少スピードの

増、単身世帯増の鈍化が要因とされているが、

人口と世帯数以外に市民の生活様式・行動変容

を反映した要因があれば理解が深まる。 

 

 

今後の取り組みの参考とさせていただきま

す。 



委員からの主な意見 帯広市の考え方 

 

【資料３ 新エネルギー技術の導入促進と

クリーンエネルギーの導入】に記載されてい

る、エコカーの転換台数とガスコージェネレー

ションシステムの導入実績が令和元年度の計

画に対して、未達であることの課題として、太

陽光発電に対する課題と同様に「自家消費や災

害時の利点と併せた普及啓発が必要である」と

追記したほうがよい。 

 

  

今後の取り組みの参考とさせていただきま

す。 

 

 

 

【資料３ COOL CHOICE の推進（身近な省エ

ネに関する情報発信）】について、SDGs がマス

コミ等で取り上げられる機会が増え、徐々に若

年層や企業の関心も高まっており、研修や学び

の機会も増えてきている。SDGs は環境分野のウ

ェイトも大きいので教育と一体化した取り組

みが効果的。 

 

  

希望する学校に対し、SDGs の出前講座を実施

しているほか、令和２年度からは、市内の全中

学生を対象とした『おびひろ市民学』の中で

SDGs に関連した授業について、環境課職員が講

師を行っており、SDGs の目標のうち、環境に関

わる部分について取り組みを進めています。 

 

【資料３ 帯広市環境モデル都市推進協議

会】について、構成は市民・企業・行政とされ、

一丸となった取り組み計画の進捗が諮られて

いるが、具体的にはどのような取り組みを行っ

ているか？ 

 

  

 帯広市環境モデル都市推進協議会は、低炭素

型の地域モデルを構築し、地球環境負荷の低減

と地域の持続的発展を両立させるため、市民や

地元企業の参加など地域一丸となった取り組

みを進めることを目的として設置しており、環

境モデル都市の取り組みを進めるにあたり、

様々な意見をいただいています。 

 

 

【資料３ 環境リサイクル施設の集積（中島

地区エコタウン）】について、中島地区エコタウ

ン用地取得で農地転用が規制で課題となって

いるが、当該地が農地として不適なのかどう

か、また農地の集約化・大規模化等の施策との

整合性が取られているかどうか確認してから

進めるべき。 

 

  

環境リサイクル施設の集積は、農業振興地域

整備計画との整合性を図るとともに、都市計画

制度の活用を検討しながら進めてまいります。 

  

中島地区エコタウンの情報が市民に伝わっ

ていないように感じる 

  

令和３年９月頃を目途に中島緑地の多目的

運動広場の供用が開始される予定であり、これ

らの機会を通じて市民周知を検討してまいり

ます。 

 

  


